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1章 序文 

1-1はじめに 

この度は、BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD ｼｽﾃﾑをお買い求めいただき、誠にありがとうございます。 

この「取扱説明書」は、BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD ｼｽﾃﾑについての仕様、操作方法、注意事項などを解説したもの

です。正しく安全にお使いいただくため、この「取扱説明書」をよくお読みください。お読みになった後は、

いつでも見られるところに必ず保管してください。 本製品の機能を皆様に、十分に使いこなしていただくた

めに、この取扱説明書がお役に立てれば幸いです。 

1-1-1本書について 

 本書は、次の 3 つの章で構成されています。 

 第 1 章 本書の紹介 

 第 2 章 使用上の注意、接続、操作など本製品の基本的な操作 

 第 3 章 保証と修理などの付録情報 

本製品をはじめてお使いになる場合は、該当する各章をよくお読みになり、製品を十分ご理解の上、正しく

お使いください。 

1-2本書の表現について 

1-2-1省略語 

本書では、次の省略語を使用しています。本書を読まれる際には、適宜置換えて読んでください。 

●BI  ﾊﾞｲｵｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ 

●BMC  ﾊﾞｲｵﾓｰﾀｰﾗｲｽﾞﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ 
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1-2-2登録商標 

本書では、次のｷｰﾜｰﾄﾞが出てきます。 

●Hyperterminal® Microsoft 社 

1-2-3書体 

本書では、特別な表現をする場合、次のような書体を用います。 

●太字  注意を促す場合、もしくは強調する場合 

1-2-4ﾊｰﾄﾞｳｪｱ 

本書では、B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）、顕微鏡、ｷｰ、ｽｲｯﾁ、ﾗﾝﾌﾟ等のﾊｰﾄﾞｳｪｱについて、[…]ｷｰ、[…]ﾗﾝﾌﾟ、[…]

ｽｲｯﾁ、[…]ｽﾃｨｯｸという表現をします。 

例： 

●[…]ｷｰ  [Home]ｷｰ 

●[…]ﾗﾝﾌﾟ [電源]ﾗﾝﾌﾟ 

●[…]ｽｲｯﾁ [DIP]ｽｲｯﾁ 

●[…]ｽﾃｨｯｸ [右]ｽﾃｨｯｸ 

●[…]ﾓｰﾄﾞ [JOG 送り]ﾓｰﾄﾞ 

1-3特長 

1-3-1B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）電動ｽﾃｰｼﾞ 

●倒立型顕微鏡用に設計された電動 XY ｽﾃｰｼﾞです。  

●複数の顕微鏡へｱﾀﾞﾌﾟﾀを用いて、容易に取付けることができます。 

●薄型、軽量、大移動量を誇る電動ｽﾃｰｼﾞです。 

●X 軸±55mm、Y 軸±37.5mm の大移動量を実現しました。 

●ﾓｰﾀは、5 相ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾀを採用し、専用ｺﾝﾄﾛｰﾗにより制御が可能です。 

●原点ｾﾝｻを標準で装備しています。 

●ﾊﾟｿｺﾝからの制御が容易です。 

1-3-2B30205（BMC-M752）ﾄﾞﾗｲﾊﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ 

●B30205（BMC-M752）は標準ｽﾃｯﾌﾟﾄﾞﾗｲﾊﾞを内蔵し、2 軸制御が可能です。 
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●後述する B30208（BMC-KP2）と接続して、各種の移動操作、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定などの操作が可能です。 

●後述する B30207（BMC-JS2）と接続して、移動操作が可能です。 

●通信制御、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運転での軸制御は各軸独立および同時駆動が行えます。 

●RS-232C、Ethernet（LAN）、およびｱｲｿﾚｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ｺﾈｸﾀを標準で装備。 

●ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと RS-232C 接続することにより、ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定やﾃｽﾄ用のﾘﾓｰﾄ運転が可能です。また、他社制御ｿﾌ

ﾄにより多彩なﾘﾓｰﾄ制御が可能です。 

●B30205（BMC-M752）は、国際的な供給電圧のいずれにでも対応するために、自動的に変わります。単

に、適当な国際ﾏﾙﾁ-ﾌﾟﾗｸﾞを電源ﾌﾟﾗｸﾞに接続して、ｽｲｯﾁを入れてください。 

1-3-3B30207（BMC-JS2）ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸ 

●B30207（BMC-JS2）は、ｱﾅﾛｸﾞｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸです。ｽﾃｨｯｸによる移動操作が可能です。 

●ｷｰを用いて、速度設定、[送り]ﾓｰﾄﾞの切り替え、1 ﾊﾟﾙｽ送りが可能です。 

1-3-4B30208（BMC-KP2）ｷｰﾊﾟｯﾄﾞ 

●B30208（BMC-KP2）は専用のｷｰﾊﾟｯﾄﾞです。速度設定、[送り]ﾓｰﾄﾞの切り替え、1 ﾊﾟﾙｽ送りの他、ﾒﾆｭｰ、ﾊﾟ

ﾗﾒｰﾀ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、移動等の詳細な操作が可能です。 

●単位表示機能（mm、μ m、度、度分秒を記号などで簡易表示）を搭載。 

●ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定により、ﾓｰﾀの回転方向の切替えができます。 

1-3-5B30209（BICB-STM3）ｹｰﾌﾞﾙ 

●B30209（BICB-STM3）は、B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）と B30205（BMC-M752）を接続するｹｰﾌﾞﾙで

す。 

1-3-6B30306（φ20 穴 YK ﾎﾙﾀﾞ）ｲﾝｻｰﾄﾎﾙﾀﾞ YK ﾀｲﾌﾟ 

●B30306（φ20 穴 YK ﾎﾙﾀﾞ）は、φ20mm 穴付きのﾌﾟﾚｰﾄです。ｽﾗｲﾄﾞｶﾞﾗｽやﾃﾞｨｯｼｭの観察用に用います。次

の B30307（ｳｪﾙﾌﾟﾚｰﾄ K ﾎﾙﾀﾞ）にｾｯﾄして使用します。 

1-3-7B30307（ｳｪﾙﾌﾟﾚｰﾄ K ﾎﾙﾀﾞ）ｲﾝｻｰﾄﾎﾙﾀﾞ K ﾀｲﾌﾟ 

●B30307（ｳｪﾙﾌﾟﾚｰﾄ K ﾎﾙﾀﾞ）は、市販のｳｪﾙﾌﾟﾚｰﾄの観察用に用います。 

●ﾕﾆｰｸな構造で 96 穴ﾌﾟﾚｰﾄの端まで観察することが出来ます。 
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1-3-8B3021N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ STD0N）：N には、0 から始まる数字が入ります 

●ご利用の顕微鏡を販売店にお伝えください。ｱﾀﾞﾌﾟﾀは、後に示す対応表に掲載しております。顕微鏡に最適

なｱﾀﾞﾌﾟﾀを用いることで、上記の機能を余すことなく使用することができます。 

●また、異なる顕微鏡をお使いの場合、別のｱﾀﾞﾌﾟﾀのご購入に関しては、販売店にお問合せください。なお、

随時対応機種の刷新を施しておりますので、最新の情報をご確認ください。 

1-3-9B30104（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD ｼｽﾃﾑ）電動ｽﾃｰｼﾞｼｽﾃﾑ 

●B30104（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD ｼｽﾃﾑ）は、上記の B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）、B30205（BMC-M752）、B30207

（BMC-JS2）、B30208（BMC-KP2）、B30209（BICB-STM3）、B30306（φ20 穴 YK ﾎﾙﾀﾞ）、B30307（ｳｪ

ﾙﾌﾟﾚｰﾄ K ﾎﾙﾀﾞ）及びご利用の顕微鏡対応の B3021N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ STD0N）1 組により構成されています。 

1-4ご使用の前に 

1-4-1本製品の電源について 

B30205（BMC-M752）を駆動するための電源が別途必要です。 

1-4-2安全にお使いいただくために 

●本製品は学術・研究等を対象とした汎用品として製作されたものです。従いまして、人命に関わるような

状況下での使用やｼｽﾃﾑ用としての使用を目的として、設計・製造されたものではありません。 

●本製品は厳重な品質管理体制の下に製造しておりますが、本製品の故障により重大な事故または損失の発

生が予想される設備への適用に対しては、ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟやﾌｪｲﾙｾｰﾌ装置を用意してください。 

1-4-3ご採用に際してのご注意 

当社の責に帰することができない事由から生じた損害、当社製品の故障に起因するお客様での機会損失、逸

失利益、当社の予見の有無を問わず特別の事由から生じた損害、二次損害、事故補償、当社製品以外への損

傷およびその他の業務に対する保証については、当社は責任を負いかねます。 

1-5製品構成について 

本製品の構成は下記のとおりです。機種により構成が異なりますので、お使いになる前にご確認ください。 
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1-5-1■B30104（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD ｼｽﾃﾑ） 

B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）................................ 1 

B30205（BMC-M752）........................................... 1 

B30207（BMC-JS2）................................................ 1 

B30208（BMC-KP2）.............................................. 1 

B30209（BICB-STM3）.......................................... 2 

B30306（φ20 穴 YK ﾎﾙﾀﾞ）................................. 1 

B30307（ｳｪﾙﾌﾟﾚｰﾄ K ﾎﾙﾀﾞ）.................................... 1 

B3021N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ STD0N）...................................... 1※1 

出荷設定ｼｰﾄ...................................................................... 1 

取扱説明書（本書）..................................................... 1  

 

※1：顕微鏡対応（ﾈｼﾞの種類と本数は、以下） 

B30210（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ STD01）...................................... IX70：低頭ｷｬｯﾌﾟ M5ｘ6：4 個、低頭ｷｬｯﾌﾟ M5x12：2 個 

B30211（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ STD02）...................................... IX71/81：低頭ｷｬｯﾌﾟ M5x12：4 個 

B30212（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ STD03）...................................... TE2000E/S/U、Ti-E/S/U：低頭ｷｬｯﾌﾟ M5x8：8 個 

B30213（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ STD04）...................................... DMI3000B/4000B/6000B：超極低頭ﾎﾞﾙﾄ ﾍｸｻﾛﾋﾞｭﾗﾀｲﾌﾟ M3 切 

断：4 個、超極低頭ﾎﾞﾙﾄ ﾍｸｻﾛﾋﾞｭﾗﾀｲﾌﾟ M4：3 個 
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1-6使用上のご注意 

本製品は、安全に十分配慮して設計されています。ただし、間違った使い方をすると、火災や感電などによ

る人身事故につながることがあり危険です。このような事故を防ぐため注意事項を必ずお守りください。 

●機械的障害の無い環境で 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾕﾆｯﾄが壊れる可能性がありますので、機械的障害がある状態で、ﾓｰﾀﾓ

ｼﾞｭｰﾙを動作させないでください。 

●異常が発生したら 

使用中に異音・異臭・発煙などが発生した場合には、すぐに使用を中止し、ｺﾝﾄﾛｰﾗの電源を OFF にして、お

買上げの販売店までご連絡ください。 

●衝撃を与えないでください 

本製品は精密部品で構成されております。衝撃を与えてしまう恐れのあるところ、他の機器からの振動の悪

影響を受ける恐れのあるところで使用しないでください。保証された精度内の動作が行えなくなってしまい

ます。 

●水を避けてください 

本製品に水などがかかると大変、危険です。そのような所での使用は避け

てください。 

●急激な温度変化は避けてください 

直射日光の当たる所、ｴｱｺﾝ・暖房器具などの近くや、急激に温度が変化す

る場所では、使用しないでください。 

●ｺﾈｸﾀの脱着 

電源の入った状態でのｺﾈｸﾀ脱着は、故障の原因となりますのでお止めくだ

さい。ｺﾈｸﾀの脱着は、電源を切った状態で行ってください。 

●移動中のﾊﾝﾄﾞﾙに触れないでください 

ｺﾝﾄﾛｰﾗによる操作を行っているときは、移動中のﾊﾝﾄﾞﾙに触れたりしないで

ください。正確な動作ができなくなり、故障や動作不良の原因となるばかりでなく、指などを巻込みけがを

する恐れがあります。 

●使用電源 

AC100V のｹｰﾌﾞﾙは、必ずｱｰｽ付きの 3P ｺﾝｾﾝﾄへ差込み確実にｱｰｽを取ってください。3P→2P の変換ﾌﾟﾗｸﾞ等

は絶対に使用しないでください。 

●放熱用ｽﾘｯﾄを塞がないでください 

本製品は、通電時かなりの発熱があります。放熱用ｽﾘｯﾄは絶対に塞がない

でください。また、通気の悪い場所では使用しないでください。 

●分解や改造をしないでください 

本製品は精密に調整されていますので、分解や改造は絶対に行わないでください。故障や動作不良の原因に
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なります。分解や改造を起因とする精度低下や故障が発生した場合、保証が適応できなくなります。 

改造や追加工が必要な場合には、販売店までご相談ください。 

●磁気記録ﾒﾃﾞｨｱを近づけないでください 

ﾃﾞﾊﾞｲｽに使用されているには強力なﾏｸﾞﾈｯﾄが使われています。ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ、MO ﾃﾞｨｽｸ、ｶｾｯﾄﾃｰﾌﾟ等の磁気記録

ﾒﾃﾞｨｱをﾃﾞﾊﾞｲｽに近づけないでください。保存ﾃﾞｰﾀを破損する恐れがあります。 

●使用環境にご注意ください 

温度の極端に高いところや低いところ、温度変化の激しいところ、ほこりの多いところ等では使用しないで

ください。本製品は、周囲温度：10～40℃、湿度：20～80%RH（結露不可）でご利用ください。 

●ﾃﾞﾊﾞｲｽを運搬する際は 

ﾃﾞﾊﾞｲｽを運搬する際は、十分気をつけてください。ｹｰﾌﾞﾙやﾊﾝﾄﾞﾙ、ｽﾃｨｯｸを持って運搬しないでください。 

●輸送する際の梱包 

ﾃﾞﾊﾞｲｽを運搬する際は、各ﾓｼﾞｭｰﾙに分解したうえで、可能な限り当社ｵﾘｼﾞﾅﾙの箱に梱包してください。 

●駆動できるﾓｰﾀ電流 

本製品で、駆動できるﾓｰﾀ電流は、0.75A／相です。これと異なる（例えば 1.4A／相などの）ﾓｰﾀは駆動しな

いでください。また、指定以外の結線方式のﾓｰﾀも使用しないでください。 
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2章 基本操作 

2-1ご使用までの手順 

本製品を使用するための手順は次の通りです。この「ご使用までの手順」は、本製品をすぐに使ってみたい

という方のために、おおよその手順を示しております。各項目の詳しい説明については、それぞれの参照先

をご覧ください。 

2-1-1輸送ﾛｯｸ金具の取外し 

B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）を動かす前に、輸送ﾛｯｸ金具を必ず取外してください。輸送ﾛｯｸ金具を外さずに

B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）を動かすと、破損や故障の原因になり

ます。※輸送ﾛｯｸ金具は、輸送時に必要となりますので、大切に保管

して下さい。 

参照：B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）の取付け 

2-1-2B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）の取付け 

B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）を顕微鏡に取付けます。 

参照：B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）の取付け 

2-1-3接続 

B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ、電源ﾌﾟﾗｸﾞ等の接続を行います。 

2-1-3-1-1注意 

●B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）が接続されていない状態で、ｺﾝﾄﾛｰﾗの電源を入れないでください。故障の原

因となる場合があります。 

参照：接続 

輸送ﾛｯｸ金具 

[DIP]ｽｲｯﾁ 
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2-1-4 [DIP]ｽｲｯﾁ設定 

使用する B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）や使用環境に合わせて、背面の[DIP]ｽｲｯﾁでﾘﾐｯﾄｾﾝｻ論理、機器ｱﾄﾞﾚｽ、

[通信ｺﾏﾝﾄﾞ]ﾓｰﾄﾞを設定します。 

参照：[DIP]ｽｲｯﾁの設定 

2-1-5電源 ON！ Power ON 

電源ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄに接続して[Power]ｽｲｯﾁを入れます。 

2-1-6ﾓｰﾀ回転ｱﾝｸﾞﾙの設定 

ﾓｰﾀ回転ｱﾝｸﾞﾙを設定します。ﾓｰﾀ回転ｱﾝｸﾞﾙとは、ﾓｰﾀの 1 ｽﾃｯﾌﾟあたりの回転角度のことです。ﾌﾙｽﾃｯﾌﾟに対する

分割数で設定します。 

2-1-7ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定を行います。ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定は、ﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀから通信で行う方法と B30208（BMC-KP2）から行

う 2 つの方法があります。 

参照：ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定 

2-1-8ｽﾋﾟｰﾄﾞ設定 

B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）の移動時の低速速度、高速速度、加減速時間を 4 つの速度ｸﾞﾙｰﾌﾟに設定します。 

2-1-9ｽﾃｯﾌﾟ数の設定 

ｽﾃｯﾌﾟ数の設定を行います。[STEP 送り]ﾓｰﾄﾞ時に、[+/ - （移動）]ｷｰを押すと、設定されたｽﾃｯﾌﾟ数だけ高速

で移動します。 

2-1-10B30104（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD ｼｽﾃﾑ）が使用できます 

手順 1-9 が終了すれば、B30104（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD ｼｽﾃﾑ）が使用できます。 

2-1-11他社制御ｿﾌﾄ内の環境設定上での設定 

RS232C にて接続した PC 上の他社制御ｿﾌﾄ内の環境設定で認識・設定することにより、ﾘﾓｰﾄ制御することが
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可能になります。 

2-1-12[JOG 送り]ﾓｰﾄﾞでの操作 

[Feed Mode Select]ｷｰを押して、[JOG 送り]ﾓｰﾄﾞに切替えます。 

2-1-13表示単位の切替え 

座標値の表示単位をﾊﾟﾙｽから μm に変更します。[Unit]ｷｰを押すと、単位が切替り、現在座標値が演算され

て表示されます。[HOME]ｷｰを押して、[原点復帰軸指定]ﾓｰﾄﾞが実行されると、表示単位は、その都度ﾊﾟﾙｽに

自動的に変換されますので、ご注意ください。μｍ表示をご指定の場合は、[HOME]ｷｰを押し[原点復帰軸指

定]ﾓｰﾄﾞが終了した後に、再度[Unit]ｷｰを押してください。 

2-1-14[JOG 送り]ﾓｰﾄﾞと[STEP 送り]ﾓｰﾄﾞの切替え 

[Feed Mode Select]ｷｰを押すことにより、必要な送りﾓｰﾄﾞに切替えます。 

2-1-15ｽﾋﾟｰﾄﾞ設定 

[Speed Mode Select]ｷｰを押すことにより、必要な速度ﾓｰﾄﾞに切替えます。 

2-1-16他社制御ｿﾌﾄの起動 

RS232C にて接続した PC 上の他社制御ｿﾌﾄを起動させます。 

2-1-17原点復帰 

[HOME]ｷｰを押して、[原点復帰軸指定]ﾓｰﾄﾞを実行させ、B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）の機械原点を認識させ

ます。 

2-1-18ｿﾌﾄ原点登録 

[HOME]ｷｰを押して、[原点復帰軸指定]ﾓｰﾄﾞを実行させ機械原点を認識させた後に、任意の点をｿﾌﾄ原点として

登録させるとき、[Coarse]ｷｰ+[Unit]ｷｰを同時に押すことで、座標値が 0 になります。 
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2-2各部の名称と働き 

2-2-1正面ﾊﾟﾈﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2-1-1①[Power]ｽｲｯﾁ 

B30205（BMC-M752）の[Power]ｽｲｯﾁです。電源を「ON」にすると、B30208（BMC-KP2）にも電源が供

給され、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲに初期画面が表示されます。電源を再投入するときは、10 秒以上経過してから実施してく

ださい。 

2-2-1-2②ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸｺﾈｸﾀ 

B30207（BMC-JS2）ｼﾞｮｲｽﾃｨｯｸを接続します。 

2-2-1-3③ｷｰﾊﾟｯﾄﾞｺﾈｸﾀ 

B30208（BMC-KP2）ｷｰﾊﾟｯﾄﾞを接続します。 

 

 

 

 

 

 

② 

① 

③ 



2-2-2背面ﾊ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2-2-1④電

AC100V（

2-2-2-2⑤[R

障害発生時

[Reset]ｽｲｯﾁ

2-2-2-3⑥Em

[非常停止]ｽ

ができます。

2-2-2-4⑦M

B30204（BI

（BIXY ｽﾃｰｼ

い。 

2-2-2-5⑧I/

ｵﾌﾟｼｮﾝのｱｲｿ

2-2-2-5-

● 別売のｱｲ

④

⑥

ﾊﾟﾈﾙ 

電源ｹｰﾌﾞﾙ 

（3P ｱｰｽ付）に

Reset]ｽｲｯﾁ

など本体のｼ

ﾁが押される

mergency

ｽｲｯﾁ等を接続

。 

Motor 接続ｺﾈ

IXYｽﾃｰｼﾞST

ｼﾞ STD）X 軸

/O 接続ｺﾈｸﾀ 

ｿﾚｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌｪ

-1注意 

ｲｿﾚｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌ

④ 

⑥ 

⑦ 

に接続してく

（ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁ）

ｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを

と、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設

（非常停止入

続し、外部か

ﾈｸﾀ 

TD）に接続し

軸に「X」を

ｪｰｽ接続ｺﾈｸﾀで

ﾌｪｰｽ専用で他

⑤

ださい。 

 

をﾘｾｯﾄすると

設定など全ての

入力端子）

らの操作で移

たｹｰﾌﾞﾙを接続

を、B30204

で、別売のｱｲ

他の機器の接

⑤ 

⑦ 
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きに使用しま

の設定が初期

移動中の B30

続します。ﾘﾐｯ

（BIXY ｽﾃｰｼ

ｲｿﾚｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌ

接続やこのｺﾈｸ

⑨ 

ます。ﾘｾｯﾄは

期値に戻りま

0204（BIXY

ｯﾄｾﾝｻや原点ｾ

ﾞ STD）Y 軸

ﾌｪｰｽと外部機

ｸﾀに直接信号

⑧ 

電源 ON の状

す。  

Y ｽﾃｰｼﾞ STD）

ｾﾝｻ等の入力

軸に「Y」を

機器を接続し

号を入出力す

状態で行って

）を非常停止

も含んでいま

それぞれ接続

ます。 

ることはでき

⑩ 

⑪ 

てください。

止させること

ます。B30204

続してくださ

きません。ま

4
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た、他の機器との接続方法やｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝｱｻｲﾝ、入出力回路等についてのお問合せにはお答えできません。 

● 本ｺﾈｸﾀを別売のｱｲｿﾚｰｼｮﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ接続以外の目的で使用した結果、故障に至った場合は、保証の対象外と

させていただきます。 

2-2-2-6⑨LAN ｺﾈｸﾀ 

Ethernet（LAN）用 RJ-45 ｺﾈｸﾀです。Ethernet（LAN）でﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続して通信制御を行います。こ

のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは、Windows 上の仮想 COM ﾎﾟｰﾄ（VCP）としてのみ動作します。動作には専用のﾃﾞﾊﾞｲｽﾄﾞﾗｲﾊﾞ

をｲﾝｽﾄｰﾙする必要があります。 

2-2-2-7⑩RS-232C ｺﾈｸﾀ 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続するための RS-232C ｺﾈｸﾀです。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによるﾘﾓｰﾄ制御を行う際に使用します。 

2-2-2-8⑪[DIP]ｽｲｯﾁ 

ﾘﾐｯﾄｾﾝｻ論理、通信設定、通信回線ﾁｪｯｸ、非常停止入力端子切替え等の各種設定を行います。詳しくは、「[DIP]

ｽｲｯﾁの設定」をご覧ください。ﾃﾞﾌｫﾙﾄでは、すべて OFF に設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2-2-3B302

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2-3-1①[送

ｱｸﾃｨﾌﾞ状態の

たびに、[送

り]ﾓｰﾄﾞ「JO

2-2-3-2②[速

ｱｸﾃｨﾌﾞ状態の

すたびに、[

2-2-3-3③[S

[Speed Mod

2-2-3-4④[F

ｽﾃｨｯｸ先端の

ります。ま

207（BMC

送ﾘﾓｰﾄﾞ表示]ﾗ

の[送り]ﾓｰﾄﾞを

送り]ﾓｰﾄﾞが切

OG「JOG ﾏｰ

速度ﾓｰﾄﾞ表示

の[速度]ﾓｰﾄﾞを

[速度]ﾓｰﾄﾞが

Speed Mode

de Select]ｷｰ

Feed Mode 

の[Feed Mod

た、[Feed M

① 

② 

C-JS2）ｼﾞｮｲ

ﾗﾝﾌﾟ 

を[送ﾘﾓｰﾄﾞ表

替り、[STEP

ｸ」」中では、

示]ﾗﾝﾌﾟ 

を[速度ﾓｰﾄﾞ表

切替り、緑色

e Select]ｷｰ 

を押す毎に、

Select/ On

de Select/ O

Mode Select

ｽﾃｨｯｸ 

示]ﾗﾝﾌﾟの点灯

P 送り]ﾓｰﾄﾞ

消灯します

表示]ﾗﾝﾌﾟの点

色点灯します

[速度]ﾓｰﾄﾞが

ne Pulse Fe

One Pulse F

t/ One Puls

⑤ 
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灯にて、知る

「STEP「ST

す。 

点灯にて、知

す。 

が切替ります

eed]ｷｰ 

Feed]ｷｰを押す

se Feed]ｷｰを

ることができ

TEP ﾏｰｸ」」中

ることができ

す。 

す毎に、[JOG

を押しながら、

ます。[Feed

中には、赤く

きます。[Spe

G 送り]ﾓｰﾄﾞと

、ｽﾃｨｯｸを傾

③ 

④ 

d Mode Sele

点灯しますが

eed Mode S

と[STEP 送り

けるとその方

ect]ｷｰを押す

が、[JOG 送

elect]ｷｰを押

り]ﾓｰﾄﾞが切替

方向へ 1 ﾊﾟﾙｽ

送

押

替

ｽ



分送ります。

 

2-2-3-5⑤ｽﾃ

ｽﾃｨｯｸを左右

います。ま

 

 

 

2-2-4B302

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2-4-1①ﾃﾞ

座標値や設

2-2-4-2②[M

[設定]ﾓｰﾄﾞを

 

。 

ﾃｨｯｸ 

右に傾けると

た、傾ける角

208（BMC

ｨｽﾌﾟﾚｲ 

定値などの情

Menu]ｷｰ 

を変更します

①

②

④

⑦

⑥

X (A)軸の移

角度によって

C-KP2）ｷｰﾊ

情報を表示し

。[Menu] ｷｰ

① 

② 

④ 

⑦ 

⑥ 

移動、前後に

て移動速度の調

ﾊﾟｯﾄﾞ 

ます。 

ｰを押すと[設
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に傾けると Y

調節ができま

設定]ﾓｰﾄﾞ選択

Y (B)軸の移動

ます。 

画面となりま

動を行

ます。 

⑩ 

⑨ 

⑧ 

③ 

⑤ 

ｽﾃｨｯｸのの傾け 
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2-2-4-3③[Unit]ｷｰ 

単位表示（ﾊﾟﾙｽ表示：ﾃﾞﾌｫﾙﾄ/ 特定単位表示：選択指定）の切替えを行います。特定単位はﾊﾟﾗﾒｰﾀで選択指定

します。特定単位表示を選択した後でも、原点復帰を実行すると、自動的にﾃﾞﾌｫﾙﾄに戻ります。 

2-2-4-4④[Speed Mode Select]ｷｰ 

速度ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号を選択することで、[速度]ﾓｰﾄﾞが変更できます。 

 

2-2-4-5⑤[+/ - （移動）]ｷｰ 

[JOG 送り]ﾓｰﾄﾞ（または[STEP 送り]ﾓｰﾄﾞ）時、左右の[+/ - （移動）]ｷｰを押すと X (A)軸の移動、前後の[+/ 

- （移動）]ｷｰを押すと Y (B)軸の移動を行います。各種入力画面では、左右の[+/ - （移動）]ｷｰはｶｰｿﾙの移動、

項目の選択、桁の選択を行います。前後の[+/ - （移動）]ｷｰは数値の変更を行います。 

2-2-4-6⑥[Coarse]ｷｰ 

高速粗動移動を行います。[JOG 送り]ﾓｰﾄﾞ時、[+/ - （移動）]ｷｰと同時に押すと指定方向へ高速で粗動移動し

ます。 

2-2-4-7⑦[STOP]ｷｰ 

移動中の B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）動作を停止します。ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲでの入力中に押すと入力を中止します。

[JOG 送り]ﾓｰﾄﾞ時、[STOP]ｷｰを押しながら、[+/ - （移動）]ｷｰを押すと 1 ﾊﾟﾙｽ送りになります。 

2-2-4-8⑧[HOME]ｷｰ 

原点復帰動作を行います。（[HOME]ｷｰを押すと[原点復帰軸指定]ﾓｰﾄﾞとなります。） 

2-2-4-9⑨[Feed Mode Select]ｷｰ 

[JOG 送り]ﾓｰﾄﾞと[STEP 送り]ﾓｰﾄﾞを切換えます。 

2-2-4-10⑩[Enter/ 座標値変更]ｷｰ 

入力時の確定や[ABS（ｱﾌﾞｿﾘｭｰﾄ）]ﾓｰﾄﾞ時の移動開始指令用に使用します。また、現在表示されている座標値

の変更を行います。 

 

 



⑨

2-2-5B302

 

 

2-2-5-1①輸

B30204（B

B30204（B

※輸送ﾛｯｸ金

2-2-5-2②B3

取付ける顕微

（BIXY ｽﾃｰ

顕微鏡をお使

刷新を施し

2-2-5-3③B3

このﾈｼﾞを使

体を顕微鏡

⑨ 

204（BIXY

輸送ﾛｯｸ金具 

BIXY ｽﾃｰｼﾞ S

BIXY ｽﾃｰｼﾞ S

金具は、輸送

3021N（ｱﾀ

微鏡に合うｱ

ｼﾞ STD）の間

使いの場合、

ておりますの

30204（BIX

使用して B30

に固定します

① 

Y ｽﾃｰｼﾞ STD

STD）を動か

STD）を動か

時に必要とな

ﾀﾞﾌﾟﾀ STD0N

ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用

間に挟みます

別のｱﾀﾞﾌﾟﾀの

ので、最新の

XY ｽﾃｰｼﾞ ST

21N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

す。詳しくは

D） 

かす前に、輸

かすと、破損

なりますので

N） 

してください

す。本製品に

のご購入に関

の情報をご確認

TD）取付け

ﾀ STD0N）を

、「B30204

② 

③ 
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輸送ﾛｯｸ金具を

や故障の原因

で、大切に保

い。本ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

は、ご選択頂

関しては、販売

認ください。

けﾈｼﾞ（4 か所

を締め付ける

4（BIXY ｽﾃｰ

X

③ 

必ず取外して

因になります

管して下さい

は、顕微鏡と

頂いたｱﾀﾞﾌﾟﾀ

売店にお問合

 

所） 

ることによっ

ｼﾞ STD）の取

X 軸の動き 

てください。

す。 

い。 

と B30204

が 1 種類付属

合せください

て、B30204

取付け」をご

⑦ 

輸送ﾛｯｸ金具

属します。ま

。なお、随時

4（BIXY ｽﾃｰ

ご覧ください

⑧

具を外さずに

また、異なる

時対応機種の

ｰｼﾞ STD）本

。 

Y 軸の動き 

④

⑧ 

⑤
⑥ 

の

本

④ 

⑤ 
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2-2-5-4④ｹｰﾌﾞﾙｺﾈｸﾀ 

本体に搭載されているｺﾈｸﾀと B30205（BMC-M752）の「Motor 接続ｺﾈｸﾀ」を付属の B30209（BICB-STM3）

ｹｰﾌﾞﾙで接続します。 

2-2-5-5⑤[X (A)軸]ﾊﾝﾄﾞﾙ 

手動で X(A)軸の移動を行います。 

左へ移動（反時計回り）：右へ移動（時計回り） 

2-2-5-5-1注意 

[X (A)軸]ﾊﾝﾄﾞﾙを操作するときは、B30205（BMC-M752）の電源が“OFF”の状態で行ってください。通電状

態で高負荷操作を行った場合、設定位置に狂いが生じる可能性があります。 

2-2-5-6⑥X (A)軸ﾓｰﾀ 

注意：[X (A)軸]ﾊﾝﾄﾞﾙでの操作は、B30205（BMC-M752）の電源が OFF の状態で行ってください。B30205

（BMC-M752）の電源が ON の状態では、指や手の巻き込みや火傷の危険があります。 

2-2-5-7⑦[Y (B)軸]ﾊﾝﾄﾞﾙ 

手動で Y(B)軸の移動を行います。 

奥へ移動（反時計回り）：手前へ移動（時計回り） 

2-2-5-8⑧Y (B)軸ﾓｰﾀ 

注意：[Y (B)軸]ﾊﾝﾄﾞﾙでの操作は、B30205（BMC-M752）の電源が OFF の状態で行ってください。B30205

（BMC-M752）の電源が ON の状態では、指や手の巻き込みや火傷の危険があります。 

2-2-5-9⑨B30307（ｳｪﾙﾌﾟﾚｰﾄ K ﾎﾙﾀﾞ）固定用線ﾊﾞﾈ 

K ﾎﾙﾀﾞ類を保持する際に使用する線ﾊﾞﾈです。 

 

 

 

 

 



2-2-6B303

 

 

 

 

 

 

2-2-6-1⑩B3

市販のｳｪﾙﾌﾟ

 

 

 

 

 

 

 

 

押

307（ｳｪﾙﾌﾟ

30307（ｳｪﾙ

ﾟﾚｰﾄの観察用

押さえをつまみま

ﾚｰﾄ K ﾎﾙﾀﾞ）

ﾙﾌﾟﾚｰﾄ K ﾎﾙﾀ

用に用います。

 

 

 

 

 

ます。

 

ﾀﾞ） 

。ﾕﾆｰｸな構造

奥

押さえが右下に

てください。
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造の為、96 穴

 

奥側へずらします

に来るように設

穴ﾌﾟﾚｰﾄの端ま

す。

設置し

まで観察する

ｳｪﾙﾌﾟ

ことができま

ﾚｰﾄが入る隙間が

ます。 

ができます 



2-2-7B303

 

 

 

 

 

 

 

2-2-7-1⑩B3

φ20mm 穴

使用するこ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抑えをずら

306（φ20

30306（φ2

穴付きのﾌﾟﾚｰﾄ

とができます

らして、隙間を作

穴 YK ﾎﾙﾀﾞ

20 穴 YK ﾎﾙ

ﾄです。ｽﾗｲﾄﾞ

す。 

ります。 

ﾞ） 

ﾙﾀﾞ） 

ｶﾞﾗｽやﾃﾞｨｯｼｭ
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ｭの観察用に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用います。B

B30307（ｳ

B30307（ｳｪﾙ

ｳｪﾙﾌﾟﾚｰﾄ K ﾎﾙﾀﾞ

ﾙﾌﾟﾚｰﾄ K ﾎﾙﾀﾞ

ﾞ）への装着例で

ﾞ）にｾｯﾄして

です。 

て



2-3B3020

B30204（B

本製品の対応

●ﾓｰﾀ回転方

調整くださ

●取付けの

ご注意くだ

てください。

2-3-1輸送ﾛ

B30204（B

B30204（B

となります

参照：B302

 

2-3-2準備 

①B30204

の形状を確認

②顕微鏡の

なお、対物

す。 

 

 

04（BIXY

BIXY ｽﾃｰｼﾞ S

応顕微鏡につ

方向の切替え

い。  

前に、顕微鏡

さい。また。

。故障や動作

ﾛｯｸ金具の取

BIXY ｽﾃｰｼﾞ S

BIXY ｽﾃｰｼﾞ

ので、大切に

204（BIXY

（BIXY ｽﾃｰ

認してくださ

各部を操作し

ﾚﾝｽﾞは、最下

Y ｽﾃｰｼﾞ ST

STD）を顕微

ついては、「対

ができますの

鏡（またはｱﾀ

取付けの際

作不良の原因

取外し 

STD）を動か

STD）を動

に保管して下

ｽﾃｰｼﾞ STD）

ｼﾞ STD）は

さい。 

して、B30204

下端位置まで

TD）の取付

微鏡に取付け

対応顕微鏡一

ので、顕微鏡

ﾞﾌﾟﾀ）の取付

際には、B302

になります。

かす前に、輸

かすと、破損

下さい。 

の取付け 

、ｱﾀﾞﾌﾟﾀを介

4（BIXY ｽﾃｰ

下げ、支柱等

ﾚﾎﾞﾙﾊﾞを下
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付け 

ます。 

一覧」をご覧

鏡に取付けた

付け面や B30

204（BIXY

。 

輸送ﾛｯｸ金具を

損や故障の原

介して、顕微鏡

ｼﾞ STD）を取

等は、後ろに

ﾈｼﾞを

げます。

ください。

際に、操作感

0204（BIXY

ｽﾃｰｼﾞ STD）

必ず取外して

原因になります

 

 

 

 

 

鏡に取付けま

取付けるため

に傾ける等し

を外します。 

感覚の一致す

Y ｽﾃｰｼﾞ STD）

裏面のｶﾊﾞｰ

てください。

す。※輸送ﾛｯ

ます。取付け

の十分なｽﾍﾟｰ

て取付け作業

するようにﾓｰ

裏面のｺﾞﾐの

を直接持たな

輸送ﾛｯｸ金具

ｯｸ金具は、輸

ける顕微鏡の種

ｰｽを確保して

業がしやすい

ﾚﾎﾞﾙﾊﾞの退

ﾀ回転方向を

の付着や傷に

ないようにし

具を外さずに

輸送時に必要

種類とｱﾀﾞﾌﾟﾀ

てください。

い状態にしま

退避位置です、。

に

要

ﾀ



2-3-3取付け

①顕微鏡機種

②顕微鏡へ

きながら、[

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③顕微鏡に

のﾈｼﾞ穴を一

 

 

 

 

け 

種の形状に合

載せる前に、

[X (A)軸]ﾊﾝﾄ

B3021N（ｱ

一致させて取付

合った B302

「取付けﾈｼﾞ

ﾄﾞﾙを回し、内

ｱﾀﾞﾌﾟﾀ STD0N

付けﾈｼﾞを挿入

1N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ S

落とし穴」と

内側の「取付

N）を静かに

入し、仮止め
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STD0N）を

と「取付けﾈｼ

付け用ﾈｼﾞ穴」

に載置し、顕微

めします。 

用意します。

ｼﾞ穴」を合わ

と一致する位

微鏡側のﾈｼﾞ穴

 

わせます。「取

位置まで移動

穴と B30204

下ｽﾃｰｼﾞ

取付けﾈｼﾞ落と

動します。 

4（BIXY ｽﾃｰ

 

 

 

 

 

 

 

をずらします。

欠

よ

とし穴」を覗

ｰｼﾞ STD）側

 

欠けを右側手前

ように設置くださ

覗

側

になる

さい。 
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2-3-3-1-1注意 

●B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）に衝撃を与えたり、傷を付けたりしないよう B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）

の置き場所に注意してください。 

●B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）裏面のｶﾊﾞｰを下にして置くとｶﾊﾞｰが変形してしまい、故障や動作不良の原因

になります。 

ﾈｼﾞの締め付けの際に、4 ヶ所のﾈｼﾞ位置にご注意ください。必要に応じて B302N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ STDN）本体をず

らして、固定してください。 

④B302N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ STDN）固定ﾈｼﾞ（4 ヶ所）を均等に締め付けます。その際、B302N（ｱﾀﾞﾌﾟﾀ STDN）本体

を顕微鏡側に軽く押しつけるようにして固定してください。 

2-3-3-1-2注意 

●B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）を強く押しつけすぎると、B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）が破損する恐れがあ

りますので、注意してください。 

●B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）本体を曲がって取付けた場合、固定が不十分の場合には正確な操作ができま

せん。 

⑤[X (A)軸]ﾊﾝﾄﾞﾙや[Y (B)軸]ﾊﾝﾄﾞﾙを 1 回転以上回して、回転ﾑﾗがなく B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）がｽﾑｰｽﾞ

に動くか確認してください。 

2-3-3-1-3注意 

B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）がｽﾑｰｽﾞに動かない場合は、上記手順を参照し、各構成品の位置を再度確認して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



B303

電源

2-4接続 

次の図を参

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

307（ｳｪﾙﾌﾟﾚｰﾄ K

源 

考にして接続

K ﾎﾙﾀﾞ） B3

B302

続を行ってく

 

 

B30205（BMC-

30306（φ20 穴

204（BIXY ｽﾃｰｼ

ださい。 

-M752） 

YK ﾎﾙﾀﾞ）

ﾞ STD） 
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BB30205（BMC-M75

P

52）

B30207（

PC 

BMC-JS2） 
B30208（BMC--KP2） 
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2-4-1-1-1注意 

● B30205（BMC-M752）の電源を入れるときは、必ず B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）が接続されているこ

とを確認してください。B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）が接続されてない状態での電源の投入や操作ﾊｰﾄﾞﾗｲﾌﾞ

回路故障の原因となる場合があります。 

●図は基本的な接続の一例です。ﾘﾓｰﾄ操作を行わない場合は、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの接続は必要ありません。 

●各機器の接続を行うときは、すべての電源が “OFF”の状態で行ってください。 

●ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとの通信ｹｰﾌﾞﾙ（RS-232C）は本製品には付属しておりません。 

2-5設置 

B30205（BMC-M752）は、次の方法で設置してください。 

 

 

 

 

 

2-5-1ｺﾞﾑ足取付け位置 

側面を下にして設置する場合は、付属のｺﾞﾑ足（4 個）を底面となる面の四隅に取付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水平に設置 

縦に設置 



2-6[DIP]ｽ

 B30204

ﾁで設定しま

 

 

2-6-1-1-

[DIP]ｽｲｯﾁの

態で行った場

 

 

 

 

 

 

 

[DIP]ｽｲｯﾁ の

たは OFF）

 

2-6-1-1-

●未使用の[

ｽｲｯﾁの設定

（BIXY ｽﾃｰｼ

ます。 

-1注意 

の切換は、必

場合、機能が

の機能と動作

ﾏｰｸと同じで

-2注意 

[DIP]ｽｲｯﾁは、

定 

ｼﾞ STD）のﾘﾐ

ず B30205

が有効になら

 

 

作は下表のと

です。 

、工場出荷時

ﾐｯﾄｾﾝｻ論理、

（BMC-M752

ないばかりで

おりです。[D

時の設定位置

 

~ 32 ~

通信設定、通

2）の電源が

でなく、故障

DIP]ｽｲｯﾁの O

置から動かさな

通信回路ﾁｪｯ

“OFF”の状態

障の原因とな

ON/OFF は、

ないでくださ

ｸ、非常停止

態で行ってく

ります。 

、[DIP]ｽｲｯﾁに

さい。 

時の端子入力

ださい。電源

に記載されて

力を[DIP]ｽｲｯ

源 “ON”の状

いる ON（ま

ｯ

状

 



2-6-2[DIP

2-6-2-1No.1

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.-

X (A)軸、Y

ﾒｰﾀ No.04 の

す。 

2-6-2-1-

●本[DIP]ｽｲ

場合、誤っ

2-6-2-2No.3

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.-

未使用の[D

2-6-2-3No.6

B30205（B

 

詳しくは、

2-6-2-4No.7

●OFF の場

●ON の場

●PC から文

●本[DIP]ｽｲ

に表示され

P]ｽｲｯﾁの機能

1、No.2 ﾘﾐ

-: 専用 

Y (B)軸のﾘﾐｯ

の設定が「00

-1注意 

ｲｯﾁの設定よ

た設定を行う

3、No.4、N

-: 専用 

IP]ｽｲｯﾁは、

6 RS-232C

BMC-M752）

「ﾊﾟﾗﾒｰﾀ」を

7 通信回路ﾁ

場合、本機能

合、ｺﾝﾄﾛｰﾗ内

文字列が、RS

ｲｯﾁを「ON」

れば、RS-23

能説明 

ﾐｯﾄｾﾝｻ論理の

ﾄｾﾝｻ論理を設

0」以外の場

りﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.

うとﾘﾐｯﾄｾﾝｻを

No.5 未使用

工場出荷時の

通信設定 

を通信制御

ご覧ください

ﾁｪｯｸ（ｴｺｰﾊﾞｯ

能は動作しませ

内部との通信

S-232C ﾎﾟｰﾄ

にし、通信

32C ﾎﾟｰﾄは正

の設定 

設定します。

合、この[DI

.04 の設定が

を検出しても

用 

の設定位置か

御する場合の

い。 

ｯｸﾃｽﾄ） 

せん。 

信回線を切断

ﾄに出力されて

信ｿﾌﾄ等を使用

正常に動作し
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ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.0

IP]ｽｲｯﾁの設定

が優先されま

も停止しない場

から動かさない

RS-232C 通

し、PC より

ているかの確

用し、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ

しています。

4 の設定が

定を無視し、

すので、ﾊﾟﾗ

場合がありま

いでください

信設定を行い

送られてき

確認に使用し

から入力した

「00」の場合

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ No.0

ﾒｰﾀ No.04 を

ますので十分

い。 

います。 

た文字列をそ

ます。 

た文字と同じ

合にのみ機能

04 の設定に従

を「00」以外

分注意してくだ

そのままｴｺｰﾊ

じ文字が通信

能します。ﾊﾟﾗ

従い動作しま

外に設定した

ださい。 

ﾊﾞｯｸします。

ｿﾌﾄ上の画面

ﾗ

 

 



2-6-2-4-

もし、通信ｿﾌ

本機能は、R

ｺﾝﾄﾛｰﾗ内部の

2-6-2-5No.8

●OFF の場

●ON の場

「通常動作

「非常停止入

 

2-6-2-6ﾓｰﾀ回

ﾓｰﾀ回転ｱﾝｸﾞ

分割数で設

 

 

 

 

 

 

 

 

-1注意 

ﾌﾄ上の画面に

RS-232C ｲﾝﾀ

の通信設定に

8 非常停止入

場合、非常停

合、非常停止

（非常停止で

入力端子」を

回転ｱﾝｸﾞﾙの設

ﾞﾙを設定しま

定します。B

に表示されな

ﾀｰﾌｪｰｽのみに

に関係なく P

入力端子切替

停止入力端子の

止入力端子の

はない）」と

参照してくだ

設定 

ます。ﾓｰﾀ回転

B30205（BM

い場合は、PC

に対応してい

C 側の通信設

替え 

の入力を無効

の入力が有効

して動作し

ださい。 

転ｱﾝｸﾞﾙとは、

MC-M752）で

 

~ 34 ~

C 側の問題に

ます。（LAN 

設定で動作い

効とします。

となり、非常

ます。 

ﾓｰﾀの 1 ｽﾃｯﾌ

で設定できる

により正常に

およびGP-I

いたします。

 

常停止入力端

ﾌﾟあたりの回

るﾓｰﾀ回転ｱﾝｸﾞ

に動作してい

IB ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに

 

子が解放状態

回転角度のこ

ﾞﾙは、次の通

ない可能性が

には対応して

態で「非常停

とです。ﾌﾙｽﾃ

通りです。 

があります。

ていません）

停止」、短絡で

ﾃｯﾌﾟに対する

 

 

で

 



 

~ 35 ~ 

2-6-2-7ﾊﾟﾗﾒｰﾀの設定 

B30205（BMC-M752）で使用するﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧です。 

 

*1：B30208（BMC-KP2）による変更のみ可能。（ﾘﾓｰﾄ制御では、設定値を変更できません） 

*2：B30205（BMC-M752）の上級ｺﾝﾄﾛｰﾗ専用ﾊﾟﾗﾒｰﾀです。B30205（BMC-M752）は使用できません。 



2-6-3ｽﾋﾟｰﾄ

B30204（B

 

2-6-4ｽﾃｯﾌﾟ

ｽﾃｯﾌﾟ数の設

で移動しま

 

2-6-5B301

手順 1-6 が終

2-6-6他社制

RS232C に

能になりま

 

 

ﾄﾞ設定 

BIXY ｽﾃｰｼﾞ S

数の設定 

設定を行います

す。 

104（BIXY

終了すれば、

制御ｿﾌﾄ内の

て接続した P

す。次の通り

STD）の移動

す。[STEP 送

Y ｽﾃｰｼﾞ STD

B30104（B

のﾊｰﾄﾞｳｪｱ設定

PC 上の他社

り、変換表を

時の低速速度

送り]ﾓｰﾄﾞ時に

D ｼｽﾃﾑ）が使

BIXY ｽﾃｰｼﾞ S

定 

社制御ｿﾌﾄ内の

用います。
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度、高速速度

に、[+/ - （

使用できま

STD ｼｽﾃﾑ）

のﾊｰﾄﾞｳｪｱで認

、加減速時間

（移動）]ｷｰを

す 

が使用できま

認識・設定する

間を 4 つの速

押すと、設定

ます。 

ることにより

速度ｸﾞﾙｰﾌﾟに設

定されたｽﾃｯﾌ

、ﾘﾓｰﾄ制御す

設定します。

ﾌﾟ数だけ高速

することが可

 

 

速

 

 



 

2-7B3020

ここでは、B

が顕微鏡に

さい。 

2-7-1[JOG

ｽﾃｨｯｸ先端の

ます。[STE

消灯します。

2-7-2 1 ﾊﾟﾙ

先端のｷｰを押

2-7-3移動速

「Speed Mod

は、[速度ﾓｰ

[速度]ﾓｰﾄﾞは

2-7-4[JOG

ｽﾃｨｯｸを左右

を調整する

●このとき

度になりま

●ｽﾃｨｯｸを傾

同時移動の速

07（BMC

B30207（BM

正しく装着さ

G 送り]ﾓｰﾄﾞと

のｷｰを押すご

EP 送り]ﾓｰﾄﾞ

。 

ﾙｽ送り 

押しながらｽ

速度の変更 

de Select」ｷｰ

ｰﾄﾞ表示]ﾗﾝﾌﾟで

は「[SPD]ﾓｰﾄ

G 送り]ﾓｰﾄﾞ 

右に倒すと X

ことができま

の移動速度の

す。 

傾ける方向に

速度を調整す

-JS2）の操

MC-JS2）の操

されているこ

と[STEP 送

とに、[JOG

時に[STEP]

ﾃｨｯｸを傾ける

ｰを押して[速

で確認できま

ﾞ」で設定し

X (A)軸、前後

ます。 

の最高速は、

よって、X (A

することがで

操作 

操作部を使用

と、接続が正

送り]ﾓｰﾄﾞの切

送り]ﾓｰﾄﾞと[

ﾗﾝﾌﾟが点灯し

ると、傾けた

速度]ﾓｰﾄﾞを選択

ます。 

ます。 

後で Y (B)軸

B30208（B

A)軸、Y (B)

できます。 
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した操作につ

正しく行われ

切換え 

[STEP 送り]

し、[JOG 送

た方向に 1 ﾊﾟﾙ

択します。選

の移動となり

BMC-KP2）

)軸を同時に移

ｽﾃｨｯ

ついて解説し

れていること

]ﾓｰﾄﾞが切替り

り]ﾓｰﾄﾞ時には

ﾙｽ送りします

選択された[速

ります。また

の「SP1」、

移動させるこ

ｽﾃｨｯｸ先端

ｯｸ先端を押すこ

します。B302

を確認して、

り

は

す。 

度]ﾓｰﾄ（゙SP1

た、その傾け

または「D：

ことができ、

を押したまま操

とで、ﾓｰﾄﾞが切

204（BIXY ｽ

、下記操作を

1 〜SP4）

る角度によっ

：ｺﾏﾝﾄﾞ」で設

その傾ける角

操作すると、1 ﾊﾟ

切替ります。 

ｽﾃｰｼﾞ STD）

を行ってくだ

って移動速度

設定された速

角度によって

ﾙｽ送りです。

 

速

て
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2-7-5STEP 送りﾓｰﾄﾞ 

STEP 送りを行う場合は、[JOG 送り]ﾓｰﾄﾞ時に一度ｷｰを押して[STEP 送り]ﾓｰﾄﾞに切換え、移動方向にｽﾃｨｯｸを

傾けます。ｽﾃｨｯｸを傾けた方向に 1 ｽﾃｯﾌﾟ移動して、停止します。 

2-8B30208（BMC-KP2）の操作 

ここでは、B30208（BMC-KP2）の操作部を使用した操作について解説します。B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）

が顕微鏡に正しく装着されていること、接続が正しく行われていることを確認して、下記操作を行ってくだ

さい。 

2-8-1電源投入時の表示と操作 

B30205（BMC-M752）の電源を「ON」にすると、最初にﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲにｼｽﾃﾑのﾊﾞｰｼﾞｮﾝを（約 1 秒間）表示し、

「[JOG 送り]ﾓｰﾄﾞ」になります。 

ｼｽﾃﾑﾊﾞｰｼﾞｮﾝ表示は、現在お使いのﾊﾞｰｼﾞｮﾝが表示されます。 

「[JOG 送り]ﾓｰﾄﾞ」時には、右上に「JOG」が表示されます。この状態で JOG 送り、各ﾓｰﾄﾞへの移行、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

設定などの操作を行うことができます。 

2-8-1-1-1注意（ｴﾗｰ表示） 

B30205（BMC-M752）で設定されている「ﾘﾐｯﾄｾﾝｻ論理」と実際に接続した B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）

のﾘﾐｯﾄｾﾝｻ論理が異なると「E」が表示され、ｴﾗｰとなります。 

ｴﾗｰが表示されたときは、お使いになる B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）の「ﾘﾐｯﾄｾﾝｻ論理」を確認して、正しい

設定を行ってください。 
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2-9主な仕様 

2-9-1一般仕様 

2-9-1-1B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）電動ｽﾃｰｼﾞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1：±省略表記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2-9-1-2B30

 

 

2-9-1-3B30

 

 

 

0205（BMC

0208（BMC

C-M752）ﾄﾞ

C-KP2）ｷｰﾊ

ﾗｲﾊﾞｺﾝﾄﾛｰﾗ

ﾟｯﾄﾞ 
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2-9-1-4B30

 

2-10通信仕

2-10-1RS-

2-10-1-1RS

 

2-10-1-2RS

 

2-10-1-2

以下のよう

●5m を超え

●粗悪品ｹｰﾌ

●ｼｰﾙﾄﾞが施

 

0207（BMC

仕様 

-232C 

S-232C 通信

S-232C ｺﾈｸﾀ

2-1注意 

なｹｰﾌﾞﾙを使用

えるｹｰﾌﾞﾙ 

ﾌﾞﾙ 

施されていない

C-JS2）ｼﾞｮｲｽ

信設定 

配列表 

用すると誤動

いｹｰﾌﾞﾙ 

ｽﾃｨｯｸ 

動作の原因と

 

~ 41 ~

なります。  

 

 

 



2-10-2Eth

 

※1：動作可

（仮想 COM

hernet（LA

可能 OS は、W

M ﾎﾟｰﾄ）方式

AN） 

Window XP

を使用しない

P、Windows

い場合の動作
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s Vista で、

作保証はいた

 

専用のﾃﾞﾊﾞｲｽ

しません。

ｽﾄﾞﾗｲﾊﾞが必要要です。他の OS や VCPP



3章 付

3-1ｺﾈｸﾀ仕

3-1-11. B3

ｵﾑﾛﾝ製 XM

 

 

 

 

 

●ｾﾝｻ用電源

ると B3020

●ﾓｰﾀ出力の

●13、14 番

ん。  

 

 

 

録 

仕様 

30205（BM

M4L-1542-11

源（＋5V）は

04（BIXY ｽ

の（ ）内の

番ﾋﾟﾝは、当社

MC-M752）

12 相当品（

は、B30204

ﾃｰｼﾞ STD）内

色は、B302

社独自の電磁

「Motor」

小型 D-sub 

（BIXY ｽﾃｰｼ

内のｾﾝｻ誤動作

204（BIXY ｽ

磁ﾌﾞﾚｰｷ制御に
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接続ｺﾈｸﾀ（

15 ﾋﾟﾝ ﾒｽ）

ﾞ STD）内の

作の原因とな

ｽﾃｰｼﾞ STD）

使用していま

（ﾓｰﾀ駆動出力

 

のｾﾝｻ専用電源

なることがあ

に使用してい

ます。これ以

力ｺﾈｸﾀ） 

源です。この
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3-2安全上の定期点検 

本製品を安全に使用するため、以下の項目を定期的に点検してください。 

●点検を行うときは本体の電源を“OFF”して、電源ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄから抜いてください。電源を“ON”にして行う

必要のある項目は、感電などに十分注意してください。 

 

B30205（BMC-M752）、B30204（BIXY Stage STD）からの異音、異臭、発煙、発熱などの異常の場合は、

火災、火傷、感電などの恐れがありますので、すぐに使用を中止し、電源ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄから抜いて、お買上げ

の販売店にご相談ください。 

3-3保証と修理／その他 

3-3-1保証と修理 

3-3-1-1■保証について 

●保証期間中に万一故障した場合は、下記の当社規定に基づき無償修理致します。 

3-3-1-2■無償保証規定 

保証期間 

B30204（BIXY ｽﾃｰｼﾞ STD）：工場出荷時より 1 年間 

B30205（BMC-M752）：工場出荷時より 1 年間 

B30207（BMC-JS2）：工場出荷時より 1 年間 

B30208（BMC-KP2）：工場出荷時より 1 年間 

（1）取扱説明書、本体貼付ﾗﾍﾞﾙ等の注意書に従って正常な使用状態で故障した場合は、無償修理致します。 
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（2）この保証期間は日本国内においてのみ有効です。輸出された製品については、保証対象外となります。 

（3）保証期間内でも次の様な場合には、有償となります。 

●使用上の誤り、または不当な修理や改造によるもの。 

●お買上げ後の落下などによる故障および損傷。 

●火災、地震、水害、落雷その他の天災地変、公害や異常電圧による故障および損傷。 

●事前に当社が保証範囲外と定めている場合。 

●ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘの交換 

●その他消耗品の交換 

3-3-1-3■保証期間中の修理 

●お買上げの販売店・商社までご連絡ください。 

3-3-1-4■保証期間が過ぎてしまった場合の修理 

●保証期間が過ぎてしまった場合でも、お買上げの販売店・商社にご相談ください。故障の状態により有償

にて修理致します。その際、修理期間の短縮、修理内容を確実にするために以下の事項をお知らせください。 

（1）購入年月日、製品名、製造番号 

（2）お客様の具体的な使用方法 

（3）具体的な故障内容 

（4）故障の原因となったと思われる点 

●補修用のほとんどの部品は、製造打ち切り後から最低 6 年間は在庫致します。この期間を経過した後の修

理については、修理をお受けできない場合があります。また、部品の配給ﾒｰｶｰの都合により、この条件に満

たない場合もありますので、予めご了承ください。  

3-3-2保守について 

3-3-2-1■ﾊﾟﾗﾒｰﾀ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ保存用ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘについて 

B30205（BMC-M752）は、ﾊﾟﾗﾒｰﾀやﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの保存にﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘを使用しております。通常、ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘの書替え

回数は、10 万回となっております。10 万回超えると書替え能力が劣化し、書替えができなくなるなどの不

具合が発生することがあります。このような場合は、お買上げの販売店へご依頼ください。 

3-3-2-2■お手入れ 

●B30205（BMC-M752）、B30207（BMC-JS2）、B30208（BMC-KP2）の汚れは、柔らかい布に薄めた中

性洗剤を湿らせ良くしぼって拭いてください。  
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3-3-3環境上のお願い 

3-3-3-1■ご使用にならないときは 

本製品やﾎｽﾄｺﾝﾋﾟｭｰﾀをご使用にならないときは、必ず電源切ってください。また、長時間使用しないときは、

電源ﾌﾟﾗｸﾞをｺﾝｾﾝﾄから外してください。 

3-3-3-2■製品、付属品、梱包材の処分について 

B30205（BMC-M752）、ｹｰﾌﾞﾙ類を廃棄するときは、不燃物（産業廃棄物）として処分してください。また、

本製品が入っていた箱、緩衝材、ﾋﾞﾆｰﾙ袋などは、各居住区で定められた方法で処分してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本取扱説明書に記載された内容は予告無しに変更する場合がありますのでご了承ください。また、製品につ

いても改良のため予告無しに変更することがありますのでご了承ください。  
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